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令和５年度予算重点施策



予 算 額

２６億５，８９４万円

９，７３５万円

４，０３２万円

３，７０７万円

５００万円

３，３２０万円

９，３９２万円

２，５０３万円

７億５，３８３万円

７，２３６万円

令和５年度予算重点施策

事             項

区⺠の命と安全・安⼼を守る取組

1
新型コロナウイルス感染症対策
 国の動向を踏まえ、新型コロナウイルス感染症から区⺠の⽣命と健康を守るため、
関係機関と連携しながら、区⺠が安⼼できる万全な医療を提供する。

2
災害対策の強化・充実
 災害時の被害軽減のため、防災スポットや永久⽔利の整備を促進することで、対策
の充実を図る。

3
⾃転⾞交通安全対策の充実
 ⾃転⾞⾛⾏空間の整備を進めるとともに、区内交差点等を題材に⾃転⾞の正しい通
⾏⽅法に関する動画を作成・活⽤し、交通ルールの周知と啓発を強化する。

4
空き家対策事業の充実
 危険な⽼朽空き家住宅の早期除却を進めるため、所有者調査を実施するとともに、
⽼朽空家住宅除却助成の充実を図る。

⼦育て家庭・若者への⽀援

5
ケアリーバー⽀援の実施
 児童養護施設等を退所して就職・進学する若者（ケアリーバー）に対し、家具や家
電等を購⼊するための⼀時⽀度⾦の⽀給等を⾏い、退所後の⾃⽴を⽀援する。

6
若者相談⽀援体制の整備
  荒川区若者相談「わっか」において、新たにＬＩＮＥを活⽤し、若者がより気軽に
相談できる環境を整備する。

7
医療的ケア児等への⽀援の実施
 保育所等において集団保育を希望する医療的ケア児を受⼊れできるよう、区内保育
園の体制整備を⽀援するなど、医療的ケア児の地域⽣活⽀援の向上を図る。

8
区⽴幼稚園給⾷の開始
 幼児教育の充実を図るため、区⽴幼稚園8園において、お弁当形式による給⾷の提
供を開始する。

9
学校給⾷の無償化
 コロナ禍における物価高騰等に対応し、⼦どもたちに必要な栄養を満たした学校給
⾷を安定的に提供するため、区⽴⼩中学校における学校給⾷の無償化を実施する。

地域福祉の向上に向けた取組

10
在宅高齢者に向けたきめ細かな⽀援の拡充
 高齢者が住み慣れた地域で安⼼して⽣活できるよう、⾃⽴⽀援⽤具の対象品⽬の拡
大をはじめとした様々な事業の拡充を図り、⽀援を強化する。

□新  

□レ  

□レ  

□新  

□レ  

□レ  

□レ  

□

□レ  

□新  



予 算 額

令和５年度予算重点施策

事             項

９７６万円

３，１５３万円

６，０３４万円

３，４７６万円

７１８万円

４，４５４万円

７７０万円

１億４，５４２万円

５，８３２万円

５，４５２万円

 ︓令和５年度新規事業  ︓令和５年度レベルアップ事業

地域産業の振興

14
中⼩企業ＧＸ経営推進⽀援事業
 経済と環境の好循環を⽬指すＧＸ（グリーントランスフォーメーション）に取り組
む区内企業の設備投資等を⽀援し、競争⼒の強化及び経営基盤の強化を図る。

15
インバウンドの受⼊体制の強化
 個⼈旅⾏の受け⼊れ再開などにより増加が⾒込まれるインバウンドに対するホスピ
タリティを向上し、区への誘客を促進することで区内経済の活性化を図る。

11
介護サービス⼈材確保事業
 ケアマネジャーの資格取得や更新研修等の費⽤を居宅介護⽀援事業所に補助するこ
とで、さらなる⼈材の確保・定着及び質の高いケアマネジメントの提供を図る。

12
重度障がい者に対する⽀援の充実
 障がい者が住み慣れた地域で安⼼して⽣活できるよう、重度障がい者の居住の場と
日中活動の場の整備を促進するため、整備費に対する補助の拡充を図る。

13
たんぽぽセンターの児童発達⽀援センター化
 たんぽぽセンターを、地域における障がい児⽀援拠点の⼀つとして位置付け、重層
的な⽀援が⾏えるよう、児童発達⽀援センターへの機能拡充を図る。

脱炭素社会の実現に向けた取組

16
地球温暖化対策の充実
 区内におけるCO₂排出抑制をさらに推進するため、ZEH住宅に対する助成を新設す
るほか、エコ助成制度の拡充を⾏う等、地球温暖化対策の充実を図る。

17
森林関連事業の充実
 都内広域連携による森林整備事業を実施することで、さらなるCO₂の吸収源対策を
推進する。

にぎわいあふれるまちづくり

18
豊かな⼼を育む読書のまちづくりのさらなる推進
 「読書を愛するまち・あらかわ」の理念を⼀層深め、地域が⼀体となってあらゆる
世代が⽣涯にわたり豊かな⼼を育む読書のまちづくりを推進する。

19
荒川遊園スポーツハウスのリニューアル
 高齢者、障がい者、⼦ども、⼦育て世代の⽅など、より多くの⽅が利⽤しやすいス
ポーツ施設へのリニューアルに向けて基本設計及び実施設計を⾏う。

20
宮前公園第三期の整備
 宮前公園（三期）における南側部分を先⾏して開園するため、実施設計業務委託等
を⾏う。

□レ  

□レ  

□レ  

□新  

□新  

□新  

□新  □レ  

□レ  

□レ  

□レ  

□レ  



新型コロナウイルス感染症対策
予算額

○

○
 
 

○
 
 

 
○

 
 

【問合せ先】

新型コロナウイルス感染症対策については国の動向を踏ま
え、区⺠の⽣命と健康を守るため、引き続き関係機関と連携
して必要な相談、検査、医療を提供します。

【ＰＲポイント】

陽性患者が必要な⼊院治療を受けられるよう、引き続き関係医療機関と連
携して区⺠のための独⾃病床を確保します。

陽性者への聞き取り等を⾏う保健師・看護師などの専⾨職を増員・強化し
た体制を継続します。さらに、感染者数が急増した際には、全庁で応援を
増員できる体制を構築し、陽性者に迅速に連絡できるようにします。

発熱等の症状がある⽅や濃厚接触者などが、必要なときにPCR検査や抗原
検査を確実に受けられるよう、⺠間検査機関の活⽤や医療機関、高齢者施
設等との連携のもと、迅速かつ十分な検査体制を引き続き確保します。

⾃宅療養者の異変に素早く対応するため、医師の往診や看護師の⾃宅訪問
など、関係機関と連携して⾃宅療養をサポートします。

区⺠の命と安全・安⼼を守る取組

２６億５，８９４万円

○

○

健康部 ⽣活衛⽣課⻑ 大森 重紀 内線４３７

ワクチン接種についても国の動向を踏まえ、万全な接種体制
を整備します。
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災害対策の強化・充実  
予算額

○ 密集市街地内の⼩規模なオープンスペースを活⽤して、整備を進めている
防災スポットは、現在施⾏中を含め１９か所となっています。
令和５年度は新たに３か所を整備し、災害時の地域防災活動の⽀援の場と
するとともに、日常の憩いの場を提供することで、地域の安全性及び住環
境の向上につなげます。また、（仮称）荒川四丁⽬公園や荒川八丁⽬公園
にも防災設備を整備します。

 整備事例
 ⼩台通り 町屋三丁⽬睦
 防災スポット 防災スポット

○ 震災時にも枯渇しない⽔源を消⽕⽤⽔として活⽤できる永久⽔利は現在、
河川⽔利⽤施設を４か所、地下⽔利⽤施設を４か所整備しています。
令和５年度は、宮前公園（第三期整備区域）への整備に向けた検討を進め
ます。

 整備事例
 第四峡田⼩学校
 永久⽔利

 (発電機）     (消⽕栓）

【問合せ先】

大規模震災時でも枯渇しない消⽕⽤⽔確保のため、永久⽔利
の整備を進めます。

区⺠の命と安全・安⼼を守る取組

防災都市づくり部 住まい街づくり課⻑ 大⽊ 浩 内線２８２０

９，７３５万円

【ＰＲポイント】
○ ⽕災の延焼の遅延に有効なオープンスペースである防災ス

ポットを整備します。

○

□レ  
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⾃転⾞交通安全対策の充実  
予算額

交通事故の半数以上に⾃転⾞が関与︕︕そのうち約６割は交差点で発⽣︕︕
 令和３年の区内交通事故件数は２９２件で２３区最少である⼀⽅、⾃転⾞関与
事故の割合は５６.８％と半数以上を占め、うち６１％が交差点で起きています。
 ⾃転⾞事故を減らすため、ハード・ソフトの両⾯で対策を充実していきます。

【ハード対策】安全な⾃転⾞⾛⾏空間の整備
○ 歩道のない道路の交差点について、ナビマークの設置のほ
  か、ストップマークやカラーの滑り⽌め舗装、反射式道路
  鋲の整備などを⾏い、安全対策を進めます。

○ ⾃動⾞、⾃転⾞、歩⾏者の通⾏帯を分離するため、⾃転⾞
  専⽤通⾏帯（⾃転⾞レーン）の整備を進めます。

○ ⾃転⾞レーンの設置ができない区道を中⼼に、⾃転⾞の⾛
  ⾏位置を⽰すナビマークの設置を進めます。

【ソフト対策】動画を活⽤した⾃転⾞交通ルールの啓発
○ 区内に実在する交差点等のうち、⾃転⾞での通⾏⽅法が分かりにくい場所を
  選定して、正しい通⾏⽅法を実演した動画を警察署等と連携して作成します。

○ 動画は区公式Youtube等に掲載するほか、⾃転⾞安全利⽤講習会や保育園・
  幼稚園等への出前講座においても活⽤し、⾃転⾞の交通ルールの周知・啓発
  を実施していきます。

【問合せ先】

○ 区内に実在する交差点等を題材に、⾃転⾞の正しい通⾏⽅法
に関する動画を作成し、これを活⽤して交通ルールの周知と
啓発を強化します。

区⺠の命と安全・安⼼を守る取組

区⺠⽣活部 ⽣活安全課⻑ 宮﨑 信介 内線４９３

４，０３２万円

【ＰＲポイント】
○ ⾃転⾞ネットワーク計画に基づき、安全な⾃転⾞⾛⾏空間の

整備を進め、⾃転⾞関与事故を減らします。

□レ  

⾃転⾞の安全な利⽤

荒川区
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空き家対策事業の充実     
予算額

○ 平成２７年度実態調査では、４２棟の危険な空き家が存在しましたが、空
家等対策の推進に関する特別措置法に基づく助⾔・指導や解体費助成制度

 での⽀援等により令和４年１１月末現在で、７棟にまで減少しています。
地域の防災性を高めるためには、危険な空き家を増やさない取り組みの強
化が必要です。令和４年度に再度実施した実態調査を基に、令和５年度は
所有者調査の実施や解体に向けたアプローチを⾏い、解体費助成の充実を
図り、危険な空き家の解体を促します。

○ ⽼朽度の低い空き家については、地域活性化の⼀助となる空き家活⽤を促
し、まちの魅⼒や住環境の向上を図る取組みを⾏っており、令和５年度は
産学官⺠が連携し、公園周辺での店舗誘致等に取り組むほか、所有者や事
業者向けイベントを実施し、地域で活躍する⽅の呼び込みにつなげます。

【問合せ先】

空き家の活⽤を促し、まちの魅⼒や住環境の向上を図り、に
ぎわいを創出する取組みを推進します。

区⺠の命と安全・安⼼を守る取組

防災都市づくり部 住まい街づくり課⻑ 大⽊ 浩 内線２８２０

３，７０７万円

【ＰＲポイント】
○ 危険な空き家をなくし地域の防災性を高めるため、所有者調

査の実施や解体費助成の充実を図ります。

○

□レ  

解体前 特定空家等に指定、助⾔・指導を経て解体

改修前の空き家 区内福祉事業者が借り受け、多世代交流サロンに
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ケアリーバー⽀援の実施  
予算額

○ 児童養護施設や⾥親など社会的養護のもとで暮らす⼦どもは、原則１８歳で
  施設を退所することになります。虐待等の理由により家庭に戻れないケース
  が多く、周囲の⽀援を受けながら⾃⽴して⽣活していかなければなりません。
○ 令和５年度に区内に児童養護施設が開設します。荒川区が新しいふるさとに
  なるよう、区として施設等を退所する若者に対する⽀援を実施します。

退所時⼀時⽀度⾦
○ 施設退所者等が就職や大学等進学時に⼀⼈暮ら
  しを始める際、家具・家電等⽣活必需品の購⼊
  や物件の賃貸にかかる費⽤について、その⼀部
  （２０万円）を⽀度⾦として⽀給します。
⺠間賃貸住宅保証料⽀援
○ 連帯保証⼈を⽴てられない施設退所者等が、
  ⺠間賃貸住宅に⼊居する際に保証会社に⽀
  払う保証料の⼀部（５万円）を補助します。
資格取得⽀援
○ 就職先での活⽤や進学者の将来のキャリア
  アップにつながる資格や運転免許の取得に
  かかる費⽤（３０万円）を補助します。

【問合せ先】

児童養護施設等を退所する若者（ケアリーバー）の⾃⽴を⽀
援します。

退所時に家具や家電等を購⼊するための⼀時⽀度⾦２０万円
を⽀給するほか、住宅を借りる際の保証料や、資格取得の費
⽤を補助します。

【ＰＲポイント】

５００万円

○

○

⽀援内容

⼦ども家庭部 ⼦育て⽀援課⻑ ⼩堀 明美 内線３８１０

⼦育て家庭・若者への⽀援

□新  

区
児童養護施設 里親
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若者相談⽀援体制の整備  
予算額

◆荒川区若者相談「わっか」の充実
 若者の様々な相談を受け付け、悩みに応じた適切な⽀援機関につなぐワンス
 トップ相談事業として令和４年１２月から運営している荒川区若者相談「わ
 っか」を充実させます。

・ＬＩＮＥ相談の導入
 若者が、より気軽に相談できるよう令和５年度からLINEを活⽤した相談を
 開始します。LINEで相談を受け付け、若者が相談しやすい環境を充実します。

・若者⽀援にかかる連携強化
 区の若者⽀援に関わる部署との連携を強化する
 ための会議体等を設置し、情報共有を⾏い、
 関係機関が⼀体となって若者の社会的⾃⽴を
 後押しします。
 また、地域で若者を⽀援する団体等とも連携し、
 地域ネットワークの構築を図っていきます。

【問合せ先】

○ ＬＩＮＥ相談を導⼊し、若者がより相談しやすい環境を充実
します。

⼦育て家庭・若者への⽀援

⼦ども家庭部 児童⻘少年課⻑ 岩瀬 美⾹ 内線３８３０

３，３２０万円

【ＰＲポイント】
○ どんな悩みにも対応します。

経験豊富な相談員が、⼀⼈ひとりの悩みに寄り添い、適切な
⽀援機関につなぎ、社会的⾃⽴の後押しをします。

□レ  
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医療的ケア児等への⽀援の実施  
予算額

○

○

○

○

【問合せ先】

⼦育て家庭・若者への⽀援

９，３９２万円

【ＰＲポイント】
○ 集団保育を希望する医療的ケア児を受⼊れできるよう区内保

育所等の体制を整備します。

○ 留守番看護師派遣事業において、日常的に医療的ケアを受け
ている児童への⽀援を継続します。

また、在宅の医療的ケア児等と暮らすきょうだい児を養育する
家庭に対して、ホームヘルパーを派遣し、介護を⾏う家族等の
家事負担軽減を図ることで、当該児童の学習、休養、余暇、保
護者とのふれあい等の機会を確保しています。

⼦ども家庭部 保育課⻑ 櫻井 敦史 内線３８５０

 医療的ケア児の保育所等での受⼊れ体制を整備します
医療的ケア児の地域⽣活⽀援の向上を図ることを⽬的と
し、保育所等で集団保育を希望する医療的ケア児を受⼊
れできるよう、区内保育所等の体制整備を⽀援します。

 留守番看護師派遣事業による⽀援を継続します
在宅で医療的ケアの必要な重症⼼⾝障がい児者に対し、健康の保持と安定
した地域⽣活を確保するとともに、常に介護をしている家族の負担軽減を
図るために、留守番看護師を派遣しています。
愛の⼿帳・⾝体障害者⼿帳の有無に関わらず、⼈⼯呼吸器管理など医療的
ケアを日常的に受けている児童も対象に拡大しています。

 医療的ケア児に係る総合的な⽀援を継続します
医療的ケア児等とその家族を必要な関係機関やサービス等につなぎ、コー
ディネートする、「医療的ケア児等地域コーディネーター」を、基幹相談
⽀援センターに配置しています。

□レ  
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区⽴幼稚園給⾷の開始  
予算額

〜 〜

 

【問合せ先】

  選定した事業者から区⽴幼稚園８園に
      お弁当形式による給食が届きます
 毎日提供します。

 衛⽣管理された調理場で作った、安全で安⼼なお弁当を提供します。

○ いろいろな⾷との出会いを通じて⾷への興味を高め、園児の
健やかな成⻑につなげていきます。

（⾷物アレルギーの対応をします。）

２，５０３万円

【ＰＲポイント】
○ 幼児教育の充実のため、区⽴幼稚園８園においてお弁当形式

による給⾷の提供を開始します。

教育委員会 学務課⻑ 佐藤 彰洋 内線３３３０

⼦育て家庭・若者への⽀援

《 》

□新  

保護者の家事負担

軽
減
し
ま
す

経済面の負担

園⾏事等を除き、お弁当を準備する
必要はありません。
園児の成⻑に必要な栄養を満たした
バランスの良い給⾷を提供していき
ます。

給⾷費は区が負担します。
区内の幼稚園・保育園に通う
園児には、給⾷が提供される
ことになります。

区⽴幼稚園において、保育料は無償として
いましたが、昼⾷については家庭からお弁当
を持参しています。

幼稚園給食を開始することにより負担を軽減します

-8-



学校給⾷の無償化  
予算額

【問合せ先】

○ 学校給⾷を無償化することにより、⼦どもたちの健やかな成
⻑を⽀援し、教育環境の充実を図るとともに、コロナ禍にお
ける物価高騰等に対応し、保護者の負担を軽減します。

⼦育て家庭・若者への⽀援

【ＰＲポイント】
○ ⼦どもたちに必要な栄養を満たした質の高い学校給⾷を安定

的に提供するため、区⽴⼩中学校における学校給⾷の無償化
を実施します。

教育委員会 学務課⻑ 佐藤 彰洋 内線３３３０

７億５，３８３万円
□新  

荒川区では、コロナ禍における物価高騰等の状況に
おいても、区の補助を拡充し、給⾷費の値上げは⾏わ
ずに、安⼼で充実した給⾷を提供しています。

今後も、質の高い学校給⾷
を安定的に提供するとともに、
物価高騰に直⾯する保護者負
担の軽減を図るため、区⽴全
⼩中学校において、学校給⾷
の無償化を実施します。

令和５年度から
区⽴⼩中学校３４校において

これからも⾷について考える機会をつくり、
和⾷や伝統⾏事⾷、地⽅や外国の⾷⽂化を紹介
したり、東京産、交流都市の⾷材料を活⽤する
など、献⽴に⼯夫をこらした給⾷を提供し、さ
らなる充実を図っていきます。

学校給食の
完全無償化
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在宅高齢者に向けたきめ細かな⽀援の拡充  
予算額

○
 
 

○
 
 
 

○
 

○
 
 

 

【問合せ先】

地域福祉の向上に向けた取組

【ＰＲポイント】
地域包括ケアシステムの推進に向け、⾃⽴⽀援⽤具の対象品
⽬の拡大をはじめとした様々な事業の拡充を図り、高齢者が
住み慣れた地域で安⼼して⽣活できるよう⽀援を強化しま
す。

 銭湯⾒守り⽀援員派遣事業の実施銭湯の拡大

 補聴器購⼊費助成事業の交付対象者の拡大
加齢が原因で聴⼒が低下している高齢者に対する補聴器購⼊費助成の対象
を⾮課税者のみから、合計所得⾦額で３５０万円未満の⽅へ拡大します。

銭湯を活⽤した高齢者等の安⼼な⼊浴機会の確保を
推進するため、会場を新たに２か所拡大します。

 緊急通報システムの通信⼿段の充実
固定電話回線を持たない家庭についても、急病等の緊急時に安全を確保で
きるように、新たに対象とします。

福祉部 高齢者福祉課⻑ 後藤 誠 内線２６６０

７，２３６万円

○

 ⾃⽴⽀援⽤具の給付品⽬の拡大
シルバーカー・⼿すり・シャワーベンチの給付を継続するとともに、⼊浴
時の転倒事故を未然に防ぐため、新たに浴室⽤敷パットを給付項⽬に追加
します。

□レ  
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介護サービス⼈材確保事業  
予算額

○

○

○

○

【問合せ先】

区内の居宅介護⽀援事業所のケアマネジャーは、在宅で受ける介護サービ
スのマネジメントを⾏う重要な役割を担っていますが、荒川区内のケアマ
ネジャーは減少傾向にあります。
ケアマネジャーの資格取得・更新研修にかかる費⽤（受験費⽤や各⼿数料
含む）を補助することで、ケアマネジャーの質・量ともに充⾜させます。

✓(新) ケアマネ資格取得費用等補助
✓(新) ケアマネ資格更新費用等補助
✓(新) 主任ケアマネ研修費用等補助
✓ 介護の初任者・実務者研修の受講補助
✓ 事業者向けの専⾨研修の実施
 

区内の介護サービス事業所が、勤務する職員に初任者研修、実務者研修を
受講させた場合に、事業所が負担した費⽤に対して今後も継続して補助を
⾏い、質の高い介護サービスを安定的・継続的に提供できるようにしま
す。
さらに、事業者向けに専⾨性の高い研修も実施します。

福祉部 介護保険課⻑ 成瀬 慶亮 内線２４３０

地域福祉の向上に向けた取組

９７６万円

【ＰＲポイント】
○ ケアマネジャーの⼈材確保のため、区内の「居宅介護⽀援事

業所」を⽀援します。

○ 「ケアマネになりたい・続けたい」という⽅がいる居宅介護
⽀援事業所へ資格取得・更新費⽤を全額補助します。

居宅介護⽀援事業所の
ケアマネジャーへの

重層的な⽀援
資格取得や更新研修等の費⽤

を補助します。 ・⼈材確保
・専⾨性の向上
・質の高いケア

マネジメント
の提供

住み慣れた環境で安
⼼して介護サービス
を受けられる

□新  
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重度障がい者に対する⽀援の充実  
予算額

○

○

○

【問合せ先】

地域福祉の向上に向けた取組

３，１５３万円

【ＰＲポイント】
○ 重度障がい者の居住の場であるグループホームの整備を図る

ため、施設整備費及び開設準備経費に対する補助を拡充しま
す。

○ 新たに⽣活介護施設の施設整備費補助を⾏い、重度障がい者
の日中活動の場となる施設の整備を促進します。

 重度障がい者の居住の場の確保促進
重度障がい者を受け⼊れるグループホームへの施設整備費補助を、⺠有地
での建設や既存施設の改修、株式会社等の⺠間企業にも対象を拡大するこ
とで、障がい者が住み慣れた地域で安⼼して暮らせるよう、居住の場を確
保します。

管理事務費や備品等の開設準備経費を補助するグループ
ホーム設置促進事業について、重度障がい者の受⼊れを
要件として、新たに株式会社等の⺠間企業も対象とし、
施設の整備を促進します。

 重度障がい者の日中活動の場の確保促進
新たに、社会福祉法⼈や株式会社等の⺠間企業を対象と
する⽣活介護施設の施設整備費補助を⾏い、重度障がい
者の日中活動の場となる施設の整備を促進します。

福祉部 障害者福祉課⻑ ⼩泉 孝夫 内線２６８０

□レ  
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たんぽぽセンターの児童発達⽀援センター化  
予算額

○

○

○

【問合せ先】 福祉部 障害者福祉課⻑ ⼩泉 孝夫 内線２６８０

 たんぽぽセンターの機能拡充に伴う改修⼯事の実施
療育⽀援を⾏うたんぽぽセンターの機能拡充に向け、センターの運営に必
要な設備を整備するため、改修⼯事を実施します。

 切れ⽬のない相談体制の整備や地域⽀援の強化
18歳までの障がい児やその保護者を対象とした障害福祉
に関する相談に応じる相談窓口を開設することで、各種
サービスの情報提供や個々の状況に応じた適切な⽀援機
関につなげるとともに、障害福祉サービスの利⽤⽀援と
して、サービス等利⽤計画の作成などを⾏います。

保育園や幼稚園等の集団⽣活を営む施設を訪問することで、集団⽣活の適
応に課題のある児童に対して訓練を⾏うとともに、訪問先施設のスタッフ
に対しては⽀援⽅法を指導するなど、専⾨的な⽀援を⾏います。

児童発達⽀援センターとは、発達障がい児や発達が気になる未就学の児童に対
する療育⽀援のほか、施設の有する専⾨性を活かし、地域の障がい児やその家
族への相談、障がい児を⽀援する施設への援助等を合わせて⾏う施設です。

療育⽀援を⾏うたんぽぽセンターの機能拡充に向け、事業
を⾏うスペースを確保するため、改修⼯事を実施します。

地域福祉の向上に向けた取組

６，０３４万円

【ＰＲポイント】
○

○ 児童福祉法に基づく「障害児相談⽀援事業」及び「保育所等
訪問⽀援事業」を新たに実施します。

□レ  
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中⼩企業ＧＸ経営推進⽀援事業  
予算額

○

【問合せ先】

３，４７６万円

○

 政府の２０５０年カーボンニュートラル宣⾔などを背景に、温暖化対策への
取り組みが企業経営においても重要な課題となっています。また、エネルギー
や原材料等の価格高騰もあり、区内中⼩事業者を取り巻く経営環境が今までと
は異なるフェイズを迎えています。

 これら外部環境の変化にも対応できるレジリエンスの実現に向け、経済と環
境の好循環を⽬指すＧＸに繋がる設備等の導⼊経費を補助することにより、脱
炭素経営に取り組むことによるブランド構築を通じた競争⼒強化及びコスト低
減による経営基盤強化を⽀援します。

エネルギー使⽤量の削減が⾒込まれる⽣産設備や再⽣可能エネルギー設備
等の導⼊経費の⼀部を補助する（補助率・上限:最大2／3・200万円）と
ともに事業運営の専⾨家が企業価値向上のための計画づくりを⽀援します。

産業経済部 経営⽀援課⻑ ⽯﨑 正剛 内線４５５

“ 経済と環境の好循環 ” を⽬指すグリーントランスフォー
メーション（ＧＸ）実現のための設備投資を積極的に⽀援
します。

地域産業の振興

【ＰＲポイント】

□新  

経営基盤強化

競争力強化
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インバウンドの受⼊体制の強化     
予算額

 ⼊国者数の上限撤廃や個⼈旅⾏が解禁されたことにより、回復傾向であるイ
ンバウンドに対して、SNS等を活⽤した観光情報を発信します。

 これまで観光マップや観光アプリを多⾔語対応で作成していましたが、新た
にデジタルコンテンツを作成し区の魅⼒を発信します。

これまでのインバウンド関連事業
☆ 観光マップ多⾔語版の発⾏（４３万部）
☆ 多⾔語に対応した観光アプリの導⼊（令和２年３月）
☆ インバウンドに適したピクトグラム等による観光案内標識の整備

（区内２０基）

 日暮⾥は空の⽞関口成田空港から直接アクセスできる陸の⽞関口です。
 平成２８年に京成日暮⾥駅に開設した日暮⾥観光案内所をリニューアルし、
インバウンド及び国内旅⾏に対するホスピタリティを向上させます。

＜日暮⾥観光案内所＞
 多⾔語対応が可能なスタッフが日暮⾥繊維街などの観光スポットを紹介
 令和２年にTOKYO FREE Wi-Fiのサービスを開始

【問合せ先】

地域産業の振興

デジタルコンテンツでインバウンドへ魅⼒発信︕

陸の⽞関⼝「⽇暮⾥」の観光案内所をリニューアル︕

産業経済部 観光振興課⻑ ⽮代 由紀⼦ 内線４６０

７１８万円

【ＰＲポイント】
○ 回復傾向にあるインバウンドに対応するため、情報発信を強

化します。

○ インバウンドをはじめとした、日暮⾥での受⼊体制を強化し
ます。

□レ  
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地球温暖化対策の充実  
予算額

【問合せ先】

４，４５４万円

○

○

○

【ＰＲポイント】

〇 住宅の省エネ化対策を促進するため、既存のエコ助成に加えて、新築の⼾建
  住宅のZEH化に対する助成を⾏います。ZEH化に要する費⽤を抑えることで、
  早期に初期費⽤を回収することが可能となります。

〇「高断熱窓への改修」に係る補助率及び負担上限額を拡充します。
 ・ 補助率UP   … 施⼯費⽤の１／５ → １／３
 ・ 助成上限額UP … 区内業者施⼯の場合 １５万円 → ２０万円
             区外業者施⼯の場合 １０万円 → １５万円

環境清掃部 環境課⻑ ⽊下 兼吾 内線４８１

脱炭素社会の実現に向けた取組

地球温暖化対策に関する推進条例の制定や実⾏計画の改定に
より、地球温暖化対策の取り組みをさらに充実します。

住宅の省エネ化を促進するため、新築の⼾建住宅のＺＥＨ化
に対する助成を⾏います。

集合住宅でも導⼊可能で、高い省エネ効果が期待できる「高
断熱窓への改修」に係る助成費⽤を拡充します。

ZEH（Net Zero Energy House）とは

□レ  
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森林関連事業の充実     
予算額

【問合せ先】

脱炭素社会の実現に向けた取組

環境清掃部 環境課⻑ ⽊下 兼吾 内線４８１

７７０万円

【ＰＲポイント】
○

〇 令和４年度に締結した福島県福島市との協定により開設した「あらかわの
    森」整備事業に加え、新たに新潟県村上市、⼭梨県甲府市との連携による
    森林体験事業を実施します。
  すでに実施している秩父市との
    取り組みを含め、地域ごとに
    異なる森林の活⽤や保全の
    取り組みについて体験し、
    学ぶ機会を創出します。

〇 令和５年度から事業開始となる、特別区と多摩地域広域連携による森林整備
    事業に参画します。
    これにより、将来的なカーボンオフセット枠を確保することに加え、多摩地
    域において区⺠の森林体験が可能な場の創出を図ります。

○

都内広域連携による森林整備事業に参画し、将来的なカーボ
ンオフセット及び森林体験の場の創出等に取り組みます。

友好交流都市等との連携により、森林整備や森林体験事業を
実施し、区⺠が⾃然や環境について触れ・学ぶ機会のさらな
る充実を図ります。

□レ  
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豊かな⼼を育む読書のまちづくりのさらなる推進     
予算額

 
 「読書を愛するまち・あらかわ」の理念を⼀層深め、地域が⼀体となって
「あらかわの未来に続くページ」を創っていきます︕

【問合せ先】

１億４，５４２万円

○

○

【ＰＲポイント】
誰もが読書に親しみ、学び、⼼豊かに暮らすことのできるま
ちを⽬指し、読書環境を整備していきます。

地域が⼀体となって、あらゆる世代が⽣涯にわたり豊かな⼼
を育む読書のまちづくりを推進していきます。

にぎわいあふれるまちづくり

・柳田邦男絵本大賞など様々な参加型イ
ベントの実施で⾝近な図書館を体感

・障がいの有無に関わらず全ての利⽤者
が読書しやすい読書環境の充実

・図書館で「ブックスタート」事業を実
施

図 書 館

・区や⺠間の施設で⾝近に本が楽しめる
「あらかわ街なか図書館」の充実

・読み聞かせ等のボランティアの拡充

・事業者や団体が⼀緒に読書を応援する
「(仮称)読書パートナー制度」の導⼊

地 域

・幼稚園や保育所等での絵本の充実

・読み聞かせの実施や図書館職員による
出張おはなし会の開催

・図書館と連携し児童施設へ団体貸出

幼稚園・保育所等

・学校図書館の蔵書の充実

・授業での学校図書館の積極的な活⽤

・「調べる学習コンクール」の実施など
学校図書館と区⽴図書館の連携

学 校

〜 「読書を愛するまち・あらかわ」、新章へ 〜

ゆいの森課⻑ ⼭下 英男
地域図書館課⻑ 村上 智之

内線３７５０地域⽂化スポーツ部

□レ  
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荒川遊園スポーツハウスのリニューアル  
予算額

○ 安全・安心なスポーツ施設

○ ⾼齢者や障がい者が気軽に利用できるスポーツ施設

○ 親⼦で利用しやすいスポーツ施設

○ 整備の進め方

【問合せ先】

５，８３２万円

【ＰＲポイント】
○ 屋内スポーツ施設リニューアル第２弾︕荒川遊園スポーツハ

ウスのリニューアルに向け、基本・実施設計を⾏います。

地域⽂化スポーツ部 スポーツ振興課⻑ 田上 誠⼆ 内線３３７０

○ 高齢者、障がい者、⼦ども、⼦育て世代の⽅など、多くの⽅
が利⽤しやすいスポーツ施設を⽬指します。

にぎわいあふれるまちづくり

  ⽼朽化した設備・器具等を刷新し、安全性、利便性、快適性の向上を図り、
  利⽤者が安⼼してスポーツに取り組むことができる施設を⽬指します。

  施設全体のバリアフリー化や利⽤者動線の改善、トイレ設備の
  適正化に加え、⾞イスに対応したプールや点字ブロック、⾳声
  案内等の整備を検討し、⾼齢者や障がい者が気軽に利⽤できる
 施設を目指します。

  利⽤率の低い諸室を有効活⽤し、ベビーステーションやスタジオの
  増設、⼦ども向け遊具の導⼊を検討し、親⼦で利⽤しやすい施設を
  目指します。

 令和５年度に基本設計及び実施設
 計を⾏い、６年度中に改修⼯事着
 ⼿、７年度中のリニューアルオー
 プンを⽬指します。

□新  

設計中…

-19-



宮前公園第三期の整備  
予算額

○ 魅⼒ある公園

 ・暑い日も⾬の日も利⽤できる全天候型の賑わい広場
 ・⼦どもたちに⼈気の⽔遊び広場
 ・⾞いすの⽅も⼀緒に遊べるインクルーシブ広場
 ・中高年者や病院利⽤者等が気楽に健康づくりのできる運動広場
 ・花と緑をいつでも楽しめ、⾝近に感じられる植栽

○ 災害時の拠点として活用
 隣接する令和あらかわ病院と連携し、災害活動の拠点として活⽤します。
 ・トリアージにも利⽤できる施設として全天候型施設を⽤意
 ・消⽕⽤のみならず飲⽤も可能な永久⽔利施設を整備
 ・マンホールトイレ、大型発電機、防災倉庫などの災害対応設備を設置

○ 整備の進め方
 災害拠点としての機能を⼀刻も早く発揮させるため、防災設備の整備を優先
 して進め、段階的に公園の供⽤部分を拡げ、令和１０年度の全⾯開園を⽬指
 します。

【問合せ先】

にぎわいあふれるまちづくり

 ⼦どもから高齢者まで幅広い⽅々が楽しめる、魅⼒的な公園を整備します。

防災都市づくり部 基盤整備課⻑ 諸⾓ 明彦 内線２７３０

５，４５２万円

【ＰＲポイント】
○ 尾久中央地区の新たなランドマークとなり、幅広い年齢層の

⼈々が楽しめる魅⼒的な公園を整備します。

○ 隣接する新病院と連携し、災害活動の拠点として機能させる
ため、永久⽔利施設などの防災設備を整えます。

□レ  

宮前公園
第三期整備区域 令和あらかわ病院

令和あらかわ
クリニック

都電荒川線
宮ノ前停留場
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